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　慢性疼痛に苦しむ患者の数は多く、痛みが患者の生活の質を低下させるばかりでなく、社会的にも経済的損失を招いている。さらに、その病態の複雑さゆえ、未だ慢性疼痛の治療はしばしば困難である。このような状況をふまえ、アメリカ合衆国では2000年代に入りDecade of Pain Control and Researchを宣言し、痛みの研究・治療が集学的に進められた。その結果、劇的な研究成果が多く挙げられ、“炎症や神経損傷に伴い末梢侵害受容神経が可塑的に変化し、痛覚過敏を形成する
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　健常ラットを用いた実験では、感覚神経を支持している細胞が放出する神経栄養因子のひとつが、熱疼痛閾値を低下させている可能性が示唆された。また、侵害刺激後にドップラー血流計で血流変化をとらえることができ、新たな末梢神経機能解析方法として疼痛研究領域で応用が期待される。
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ニューロカイン、カプサイシン、後根神経節、侵害受容器
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一機序となる”ことが分子レベルで解明されたことは、たいへん大きな成果のひとつである。
　神経損傷モデルにおける痛覚過敏については数多くの報告があり、痛覚過敏における侵害受容器の感作の関与は明らかである。しかし、その中で、一次感覚神経や脊髄後角神経、シナプスなどの研究に比べ、グリアとの関係に焦点を当てている研究は、世界的にみてもまだまだ数少ない。
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